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っとも高い割合を示したのが曹洞宗の 18.6%で、全国寺院の 2 割弱を占める。次に割合が高いのは浄
土真宗本願寺派の 13.3%である。両者の差は 5.3 ポイントであるが、寺院数では 4,131 ヶ寺もの開き
がみられる。この開きは、日蓮宗の総寺院数 4,994 ヶ寺にせまる数値であるから、曹洞宗の寺院数は
4 派を抜きんでているといってよいだろう。曹洞宗から日蓮宗までの 5 派を合算すると 58.7%となり、



























（19.3） 350（14.6） 474（19.8） 144（6.0） 231（9.6） 5,441,079 2,713,725 2.01 44.0
東北
（5,778） 2,503
（43.3） 151（2.6） 420（7.3） 532（9.2） 263（4.6） 9,162,882 3,623,465 2.53 63.1
関東
（13,693） 2,357
（17.2） 366（2.7） 350（2.6） 1,243（9.1） 1,541（11.3） 41,961,319 18,957,991 2.21 32.6
甲信越
（6,006） 1,925
（32.1） 426（7.1） 932（15.5） 407（6.8） 601（10.0） 5,321,084 2,047,396 2.60 112.9
北陸
（4,899） 660
（13.5） 1,112（22.7） 1,670（34.1） 209（4.3） 191（3.9） 3,028,707 1,137,488 2.66 161.8
東海
（12,271） 3,067（25.0） 582（4.7） 2,116（17.2） 1,123（9.2） 600（4.9） 14,903,140 6,009,282 2.48 82.3
近畿
（16,447） 1,283（7.8） 3,150（19.2） 1,793（10.9） 2,327（14.1） 647（3.9） 20,570,062 9,121,843 2.26 80.0
中国
（6,571） 1,157（17.6） 1,987（30.2） 162（2.5） 411（6.3） 377（5.7） 7,482,371 3,217,723 2.33 87.8
四国
（2,978） 226（7.6） 307（10.3） 116（3.9） 122（4.1） 79（2.7） 3,957,914 1,739,488 2.28 75.2
九州
（7,502） 963（12.8） 2,030（27.1） 826（11.0） 601（8.0） 463（6.2） 13,167,934 5,787,555 2.28 57.0
沖縄
（55） 0（0.0） 11（20.0） 1（1.8） 4（7.3） 1（1.8） 1,438,472 596,152 2.41 3.8
全国























の 16,477 ヶ寺で、関東の 13,693 ヶ寺がこれに次ぐ。人口 10 万人あたりに換算し、それぞれの寺院
















 人口 10 万人あたりの寺院数がもっとも多いのが北陸（161.8 ヶ寺）で、以下、甲信越（112.9 ヶ寺）・








 これに対し、全国でもっとも過疎化が著しいといえる北海道は、人口 10 万人あたりの寺院数が 44.





 さらに詳しく 5 派の寺院が立地する社会的環境を確認することとしよう。表 2 は 5 派の寺院が展開
する市区町村の人口と世帯数をあわせて示したものである（1 自治体あたりの人口、および 1 自治体あた
りの世帯数について、沖縄を除き、各地方でもっとも数値の低い宗派のセルには網掛けを施した）。これによる
と、全国の市区町村にもっとも多く展開しているのが曹洞宗である。全国市区町村 1,741 団体のうち、
じつに 8 割弱（76.9%）あたる 1,338 団体に教線を広げているということになる。次に多く展開して




する 1 自治体あたりの人口は 86,133.2 人で、5 派中でもっとも人口が少ない。次に人口の少ない浄
土真宗本願寺派は 98,001.5 人で、その差は 11,868.3 人である。もっとも人口の多い日蓮宗は 109,5
89.9 人で、これを曹洞宗と比較すると、その差は 23,456.7 人にまで拡大する。曹洞宗は 5 派のなか
でも、1 自治体あたりの人口がきわめて低位にあるといえる。 





地方 曹洞宗 浄土真宗本願寺派 真宗大谷派 浄土宗 日蓮宗
北海道 立地自治体 165 158 168 68 118
人口（人） 5,373,160 5,343,403 5,395,544 4,393,334 5,124,684
1自治体あたりの人口（人） 32,564.6 33,819.0 32,116.3 64,607.9 43,429.5
世帯（戸） 2,684,435 2,668,572 2,692,711 2,228,162 2,571,699
1自治体あたりの世帯（戸） 16,269 16,890 16,028 32,767 21,794
1世帯あたりの人員（人） 2.00 2.00 2.00 1.97 1.99
東北 立地自治体 215 67 107 128 111
人口（人） 9,078,804 5,763,380 7,142,836 7,695,326 7,459,191
1自治体あたりの人口（人） 42,227.0 86,020.6 66,755.5 60,119.7 67,199.9
世帯（戸） 3,591,735 2,329,006 2,884,992 3,086,862 3,006,577
1自治体あたりの世帯（戸） 16,706 34,761 26,963 24,116 27,086
1世帯あたりの人員（人） 2.53 2.47 2.48 2.49 2.48
関東 立地自治体 274 131 117 200 220
人口（人） 39,614,048 31,964,027 29,756,964 35,855,346 38,162,441
1自治体あたりの人口（人） 144,576.8 244,000.2 254,333.0 179,276.7 173,465.6
世帯（戸） 17,932,240 14,752,491 13,778,356 16,338,093 17,364,344
1自治体あたりの世帯（戸） 65,446 112,614 117,764 81,690 78,929
1世帯あたりの人員（人） 2.21 2.17 2.16 2.19 2.20
甲信越 立地自治体 113 47 51 69 64
人口（人） 5,145,174 3,955,833 4,186,965 4,674,578 4,604,310
1自治体あたりの人口（人） 45,532.5 84,166.7 82,097.4 67,747.5 71,942.3
世帯（戸） 1,979,837 1,526,616 1,611,262 1,805,749 1,790,181
1自治体あたりの世帯（戸） 17,521 32,481 31,593 26,170 27,972
1世帯あたりの人員（人） 2.60 2.59 2.60 2.59 2.57
北陸 立地自治体 44 44 50 34 39
人口（人） 2,756,621 2,854,968 3,025,721 2,649,207 2,725,017
1自治体あたりの人口（人） 62,650.5 64,885.6 60,514.4 77,917.9 69,872.2
世帯（戸） 1,041,459 1,069,681 1,136,461 1,002,200 1,028,921
1自治体あたりの世帯（戸） 23,670 24,311 22,729 29,476 26,383
1世帯あたりの人員（人） 2.65 2.67 2.66 2.64 2.65
東海 立地自治体 145 91 118 115 93
人口（人） 14,636,281 11,190,497 13,626,619 13,492,124 12,564,865
1自治体あたりの人口（人） 100,939.9 122,972.5 115,479.8 117,322.8 135,106.1
世帯（戸） 5,912,131 4,568,905 5,494,476 5,467,518 5,106,439
1自治体あたりの世帯（戸） 40,773 50,208 46,563 47,544 54,908
1世帯あたりの人員（人） 2.48 2.45 2.48 2.47 2.46
近畿 立地自治体 124 181 131 154 117
人口（人） 18,096,712 20,403,183 18,941,270 19,398,057 18,424,054
1自治体あたりの人口（人） 145,941.2 112,724.8 144,589.8 125,961.4 157,470.5
世帯（戸） 8,113,585 9,050,837 8,451,333 8,640,890 8,237,966
1自治体あたりの世帯（戸） 65,432 50,005 64,514 56,110 70,410
1世帯あたりの人員（人） 2.23 2.25 2.24 2.24 2.24
中国 立地自治体 87 86 43 80 76
人口（人） 7,143,963 7,187,060 5,315,593 6,991,109 6,828,827
1自治体あたりの人口（人） 82,114.5 83,570.5 123,618.4 87,388.9 89,853.0
世帯（戸） 3,075,091 3,106,637 2,281,720 3,018,873 2,941,819
1自治体あたりの世帯（戸） 35,346 36,124 53,063 37,736 38,708
1世帯あたりの人員（人） 2.32 2.31 2.33 2.32 2.32
四国 立地自治体 41 64 33 38 33
人口（人） 2,782,397 3,618,054 2,699,232 2,682,500 2,758,799
1自治体あたりの人口（人） 67,863.3 56,532.1 81,794.9 70,592.1 83,600.0
世帯（戸） 1,249,857 1,589,110 1,202,129 1,179,249 1,230,228
1自治体あたりの世帯（戸） 30,484 24,830 36,428 31,033 37,280
1世帯あたりの人員（人） 2.23 2.28 2.25 2.27 2.24
九州 立地自治体 130 202 127 133 131
人口（人） 10,619,021 12,698,362 10,246,565 11,211,375 10,946,473
1自治体あたりの人口（人） 81,684.8 62,863.2 80,681.6 84,296.1 83,560.9
世帯（戸） 4,692,699 5,599,092 4,580,213 4,946,240 4,818,975
1自治体あたりの世帯（戸） 36,098 27,718 36,065 37,190 36,786
1世帯あたりの人員（人） 2.26 2.27 2.24 2.27 2.27
沖縄 立地自治体 0 9 1 4 1
人口（人） 0 862,883 320,012 522,066 320,012
1自治体あたりの人口（人） 0.0 95,875.9 320,012.0 130,516.5 320,012.0
世帯（戸） 0 364,296 140,814 220,711 140,814
1自治体あたりの世帯（戸） 0 40,477 140,814 55,178 140,814
1世帯あたりの人員（人） 0.00 2.37 2.27 2.37 2.27
寺院数 14,603 10,472 8,860 7,123 4,994
全国 立地自治体 1,338 1,080 946 1,023 1,003
1自治体あたりの寺院（ヶ寺） 10.9 9.7 9.4 7.0 5.0
人口（人） 115,246,181 105,841,650 100,657,321 109,565,022 109,918,673
1自治体あたりの人口（人） 86,133.2 98,001.5 106,403.1 107,101.7 109,589.9
世帯（戸） 50,273,069 46,625,243 44,254,467 47,934,547 48,237,963
1自治体あたりの世帯（戸） 37,573 43,172 46,781 46,857 48,094
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 他方、5 派中で 3 番目に寺院数の多い真宗大谷派については、寺院が立地する市区町村が 946 自治




5 派中でもっとも寺院の少ない日蓮宗は、人口・世帯数の面で 5 派中もっとも数値が高くなっている
点が注目される。 
 





 表 3 によると、全国寺院 78,596 ヶ寺に占める過疎地寺院の割合は 2 割強（21.8%）で、全国寺院の
約 5 ヶ寺に 1 ヶ寺が過疎地域に立地している。当然のことながら、ここでいう寺院には、伝統仏教教
団はもちろん、新宗教の仏教教団の寺院も含まれている。したがって、過疎化はひとり伝統仏教教団
にとどまらない問題であって、そこに立地するすべての教団にかかわっている。 
 過疎地域にもっとも高い割合で立脚しているのが、北海道の寺院である。じつに 7 割弱（66.9%）
が過疎地域に立地し、全国平均 21.8%の約 3 倍、2 番目に過疎地寺院の割合が高い中国（45.5%）より
20 ポイント程度高い割合となっている。これに対し、過疎化の進展が緩やかな関東では（7）、過疎地
寺院の割合がもっとも低い（5.0%）。関東と同じく、過疎地寺院の割合が約 1 割となっているのが近
畿（11.9%）・沖縄（7.3%）で、全国平均の約 2 分の 1 から 3 分の 1 程度である。 
 では、過疎地寺院に占める 5 派の内訳はどうなっているだろうか。もっとも高い割合を示したのが
曹洞宗の 25.8%で、過疎地寺院の 3 割弱を曹洞宗寺院が占めている。これに続くのが浄土真宗本願寺
派の 16.4%で、曹洞宗と 10 ポイント程度の開きがある。5 派を合算すると 65.6%となり、過疎地寺
院の 7 割弱がこの 5 派で占められる形となる。 
 過疎地寺院に占める 5 派の内訳について、さらに詳しくみよう。曹洞宗は 10 地方中 7 地方（沖縄
を除く）で過疎地寺院に占める寺院の割合がもっとも高くなっており、とりわけ東北の過疎地寺院の























北海道（2,396） 1,603（66.9） 347（21.6） 239（14.9） 330（20.6） 105（6.6） 150（9.4）
東北（5,778） 2,409（41.7） 1,290（53.5） 54（2.2） 180（7.5） 219（9.1） 112（4.6）
関東（13,693） 687（5.0） 146（21.3） 13（1.9） 13（1.9） 51（7.4） 133（19.4）
甲信越（6,006） 1,664（27.7） 549（33.0） 90（5.4） 236（14.2） 53（3.2） 256（15.4）
北陸（4,899） 801（16.4） 94（11.7） 89（11.1） 401（50.1） 23（2.9） 35（4.4）
東海（12,271） 941（7.7） 345（36.7） 56（6.0） 130（13.8） 72（7.7） 23（2.4）
近畿（16,447） 1,958（11.9） 357（18.2） 283（14.5） 42（2.1） 175（8.9） 56（2.9）
中国（6,571） 2,988（45.5） 634（21.2） 1,049（35.1） 82（2.7） 184（6.2） 142（4.8）
四国（2,978） 1,052（35.3） 160（15.2） 96（9.1） 25（2.4） 57（5.4） 19（1.8）
九州（7,502） 2,994（39.9） 483（16.1） 827（27.6） 401（13.4） 175（5.8） 142（4.7）
沖縄（55） 4（7.3） 0（0.0） 1（25.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）








 表 4 によると、5 派のうち、過疎地寺院の割合がもっとも高いのが曹洞宗である。じつに曹洞宗寺
院の約 3 ヶ寺に 1 ヶ寺が過疎地寺院であり、地方別にみると、10 地方中 7 地方（沖縄を除く）でもっ
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総合調査（2005 年実施）によれば、北海道管区の過疎地寺院の年間法人収入は 771.4 万円、近畿管区
では 209.9 万円で、じつに 561.5 万円もの格差がみられる（10）（曹洞宗 2008）。 
曹洞宗 浄土真宗本願寺派 真宗大谷派 浄土宗 日蓮宗
北海道 ％（ヶ寺） 75.1（347） 68.3（239） 69.6（330） 72.9（105） 64.9（150）
基数（ヶ寺） 462 350 474 144 231
％（ヶ寺） 51.5（1,290） 35.8（54） 42.9（180） 41.2（219） 42.6（112）
基数（ヶ寺） 2,503 151 420 532 263
％（ヶ寺） 6.2（146） 3.6（13） 3.7（13） 4.1（51） 8.6（133）
基数（ヶ寺） 2,357 366 350 1,243 1,541
％（ヶ寺） 28.5（549） 21.1（90） 25.3（236） 13.0（53） 42.6（256）
基数（ヶ寺） 1,925 426 932 407 601
％（ヶ寺） 14.2（94） 8.0（89） 24.0（401） 11.0（23） 18.3（35）
基数（ヶ寺） 660 1,112 1,670 209 191
％（ヶ寺） 11.2（345） 9.6（56） 6.1（130） 6.4（72） 3.8（23）
基数（ヶ寺） 3,067 582 2,116 1,123 600
％（ヶ寺） 27.8（357） 9.0（283） 2.3（42） 7.5（175） 8.7（56）
基数（ヶ寺） 1,283 3,150 1,793 2,327 647
％（ヶ寺） 54.8（634） 52.8（1,049） 50.6（82） 44.8（184） 37.7（142）
基数（ヶ寺） 1,157 1,987 162 411 377
％（ヶ寺） 70.8（160） 31.3（96） 21.6（25） 46.7（57） 24.1（19）
基数（ヶ寺） 226 307 116 122 79
％（ヶ寺） 50.2（483） 40.7（827） 48.5（401） 29.1（175） 30.7（142）
基数（ヶ寺） 963 2,030 826 601 463
％（ヶ寺） 0.0（0） 9.1（1） 0.0（0） 0.0（0） 0.0（0）
基数（ヶ寺） 0 11 1 4 1
％（ヶ寺） 30.2（4,405） 26.7（2,797） 20.8（1,840） 15.6（1,114） 21.4（1,068）


















をもとに、過疎地寺院における檀徒数や法人収入の実態を再集計して示すと図 1・図 2 のようになる
（曹洞宗 2008、浄土宗 2014）。 
 図 1 によると、檀徒戸数では曹洞宗の過疎地寺院の場合、100 戸以下が合算して 53.4%となり、過
半数を占めるのに対し、浄土宗では 41.4%で 10 ポイント以上の開きがある。 
 一方、図 2 によると、法人収入では、50 万円以下と 50 万 1 円～100 万円以下で曹洞宗と浄土宗の

































































0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
浄土宗
曹洞宗
基数 曹洞宗：3,114 ヶ寺、浄土宗：619 人 図 1 過疎地寺院と檀徒戸数

































ば、1985 年の曹洞宗宗勢総合調査における調査対象寺院は 14,716 ヶ寺、2005 年の同調査の対象寺
院は 14,637 ヶ寺である。単純に差し引きすれば 79 ヶ寺の減となり、ここ 20 年で 1 年に約 4 ヶ寺が










 曹洞宗宗勢総合調査によれば、過疎地寺院の平均檀徒戸数は 1995 年時点で 123.0 戸、2005 年時点
で 139.9 戸となり、10 年間に約 20 戸弱増加した（曹洞宗 1998、同 2008）。この間、人口の流動化と世
帯数の増加にともなう世帯構成の変化があり、全国における 1 世帯あたりの構成員数は減少している
が、住民基本台帳に基づく一世帯あたりの平均世帯構成員数を檀徒戸数に乗法しても増加する計算と
なる。すなわち、1995 年は 346.9 人、2005 年は 352.5 人であり、檀徒の人数は過疎地域でも増加を
みたわけである（11）。 
 ここにみられる檀徒の増加という現象は、おそらく過疎化の進む地域であっても、そこに多くの昭










                                   （秋田県・70 歳代・男性） 





益々御祈願を念じたら、妻と共に梅花をあげつヽ供養を続けさしていただきます。          











思いも日 1 日と少しずつ墓の生活に入って来る事が出来て参りました。……（和歌山県・70 歳代・女性） 









 これを参考として、曹洞宗宗勢総合調査（2005 年実施）に基づいて、年間法人収入「300 万円」以
下の過疎地寺院についてみると、20 歳代～50 歳代の住職は 2 割弱～5 割強が兼職をしている。一方、
定年世代にあたる 60 歳代の住職になると兼職は 1 割強、70 歳代・80 歳代以上の住職の場合はとも
に 1 割未満である（13）。 
 しかしながら、この結果は裏を返せば、曹洞宗の過疎地寺院の住職は、多くの場合、兼職というよ
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  ・……日頃、地域と関わりのない寺院に期待する事はありません。葬儀で稼ごうとしているだけ。……  
                                   （岩手県・30 歳代・女性） 
  ・……特に、曹洞宗やお寺に不満があるわけではありません。ただ、先祖を供養するのはあたり前の事だと
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寺派が 1989 年、浄土宗が 2014 年に過疎地寺院に関する質問紙調査を実施した。これらの調査が明らかにした
ところによれば、過疎地寺院では檀（門）信徒の減少や法人収入の減少、住職の不在、寺院後継者の不足、寺
院建築物の維持困難といった問題が顕在化している（相澤 2005）。研究者による調査は、櫻井義秀「過疎と寺

















ある。当該教団と包括関係にある全寺院約 1 万 4 千ヶ寺や全住職らを対象として、質問紙調査が実施され、調
査結果は報告書にまとめられる。この調査とあわせ、檀信徒を対象としたフィールドワーク、面接調査や質問














果によると、約 5 割の寺院が過疎地域に立脚していると回答した（浄土真宗本願寺派 2011）。 
（9）『日本寺院総鑑』に基づいて、寺院数の多い 10 派に敷衍した場合、高野山真言宗（3,734 ヶ寺）は 30.1%、










（11）住民基本台帳に基づく 1 世帯あたりの平均世帯構成員数は、1995 年が 2.82 人、2005 年が 2.52 人である。 
（12）自由記述は一部抜粋し、原文のまま引用した。 
（13）詳しい数値は次の通りである。20 歳代は 22.2%（基数：18 人）、30 歳代は 35.4%（基数：79 人）、40 歳
代は 48.1%（基数：158 人）、50 歳代は 51.6%（基数：308 人）、60 歳代は 14.1%（基数：224 人）、70 歳代は
5.8%（基数：257 人）、80 歳代以上は 3.3%（基数：123 人）。 
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